理由書（様式第１号）記入例等
当該入札価格が低入札調査基準価格を下回った場合、その入札価格の合理性を調査し、適正な施工が行われるかどうかを確認するために調査等（事情聴取）を行います。
開札後、本町の工事担当者から連絡があった場合、すみやかに（開札日の翌日から起算して４日以内）下記にしたがい、理由書（様式第１号）等を提出してください。
なお、提出書類に虚偽の記載をした場合には、武豊町指名停止要領に基づく指名停止を行うことがあります。
記
様式第１号
　　年　　月　　日
低入札価格（入札額）理由書
	開札日
	 　年 　　月 　　日

	工事名
	

	会社名、代表者氏名
所在地
	

	連絡先
	

	担当者
	


	１
	その価格により入札した理由
	記入要領
当該入札価格で適正な施工ができるとする具体的な理由を記入すること（当該工事のどの経費をどれくらい縮減できるか等も計数的に明らかにすること。下記２～９の事項に記載がある場合は、その番号も付記する）。
また、ダンピング受注は、公共工事を施工する者が担い手を育成・確保するために必要となる適正な利潤を確保できないおそれがあることから、適正な利潤が確保できるとする理由等も記入すること。
工事費内訳書（様式は任意）を添付
入札額と一致するように、本町が示した設計書（工事費内訳表）に基づき作成すること。なお、必要に応じて施工単価内訳の提出を求める場合があります。
下請予定者等からの見積書等を添付
下請け・協力会社による施工を予定している場合、当該下請予定者等からの見積書など積算の根拠となる資料を提出すること。なお、当該資料と工事費内訳書とが不一致である場合、その理由を書面により求めることがあります。

	２
	手持工事の状況
	記入要領
手持工事のうち、工事費の縮減に寄与するものに限り記入すること。
記入例
工事名（工事場所）、発注者、工期、税抜き請負金額、工事費縮減に寄与する理由○○工事（○○地内）　○○市　Ｈ○. ○.○～Ｈ○. ○.○　　○○円
理由　当該手持工事が当該工事のどの経費をいくら縮減できるかを根拠も含めて計数的に明らかにすること。

	３
	手持資材及び手持機械の状況
	記入要領
手持資材の状況　当該工事で使用予定の手持資材について記入すること。
手持機械の状況  当該工事で使用予定の手持機械について記入すること。
記入例
手持資材の状況
品名、規格・形式、手持数量、当該工事での使用予定量
道路側溝、 JIS・PU3-250、40個、50個
手持機械の状況機械
名称、規格、数量、現在の利用状況
バックホウ、〇㎥〇kw、１台、使用中

	４
	資材購入先及び購入者との関係
	記載要領
当該価格で入札した理由の根拠となる、当該工事で使用する資材について記入すること。
記入例
資材名、購入先（予定）、有利な事情
・協力会社、同族会社、資本提携会社である。
・○○年間の取引がある
・年間○○円の取引があり、他社より値打ちに取引できる
・現金により買い付ける等

	５
	労務者の具体的供給見通し
	記入要領
当該工事現場に配置を予定している労務者の供給計画を記入すること。
技術者の資格等資格を持った技術者を配置する場合は、その内容を記入すること。
記入例
当該工事は、当社の○○職人○○名で施工する予定であり、当社のみで十分施工が可能である。
当該工事は、当社の○○職人○○名、下請業者計○社から○○職人○○名で施工する予定であり、十分施工できる体制である。
当社の○○職人の取得資格
○○○○○○技士　○○名　　○○○○○○技士　○○名

	６
	過去に施工した公共工事名等及び工事成績
	記入要領
過去に元請として施工した（出来る限り開札日から過去５年以内に完成したもの）同種・類似の公共工事（同種・類似の工事が無い場合にあっては公共工事であればよい。）について、工事名、工事内容等を５件記入すること。
　該当する工事が５件に満たない場合は、全て記入すること。
　該当する工事が５件を超える場合は、請負率（請負代金額÷予定価格）が低い工事から５件を抽出すること。
記入例
発注者、工事名、元請下請、工事成績（点）、工期、予定価格、請負代金額、請負率、低入札価格調査対象の有無
○○市、○○工事、元請、75点、H29.6.1～11.30、○円、○ 円、90％、有

	７
	経営状況
	記入例記入要領
取引金融機関（代表）
公共工事における受注残高 　　　　　　　　円（ 　　契約分）
同種工事の経営事項審査総合評定値（最新）　（工種）　 点
（審査基準日： 　年　月　日）
・取引金融機関は年間の取引額が最も多い金融機関名を記入すること。
・受注残高は当該開札日時点の公共工事における受注残高を記入すること。
・経営事項審査結果通知書の過去２か年分の写しを添付すること。

	８
	信用状態
	記入要領
・建設業法違反、賃金不払い、下請代金の支払遅延状況の有無等を記入すること。
・有の場合は、時期、内容について記入すること。
・当該開札日から過去１年以内のものについて記入すること。

	９
	その他の必要な事項
	記入要領
当該工事現場と営業所、倉庫等の地理的状況、使用機械の調達方法（安価でリース可能など）等について、当該価格で入札できることとなった事項があれば記入すること。


提出書類一覧
 ・低入札価格（入札額）理由書（様式第１号）
 ・工事費内訳書
 ・下請予定者等からの見積書等
 ・経営事項審査結果通知書の過去２か年分の写し
